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設計がデータシートの仕様を満た
すようにするためには、いくつかのガ
イドラインを守る必要があります。ま
ず、「アナログ・グラウンド（AGND）と
デジタル・グラウンド（DGND）を分離
するべきか？」という言い古された問題が
あります。手短に答えますと、場合によって異
なる、ということになります。
もう少し詳しく説明すると、グラウンド・プレーン
を分離しない方が一般的だということです。その理
由は、たいていの場合、グラウンド・プレーンを分
離することによるメリットよりもデメリットのほ
うが大きいからです。グラウンド・プレーンを別々
にすると、リターン電流のインダクタンスが増えて
しまうのです。V = L(di/dt)という数式を覚えてい
るでしょうか？インダクタンスが増えると、電圧ノ
イズも増えます。また、コンバータのサンプリング・
レートが高くなるとスイッチング電流が増加しま
すが、それも電圧ノイズが増える原因になります。
したがって、アナログ・グラウンドとデジタル・グ
ラウンドを分離しなくてはならない理由がある場
合を除き、両グラウンドを接続しておいたほうがよ
いということになります。
両グラウンドを分離した方がよい場合の例として
は、フォームファクターの制約により、レイアウト
のパーティショニングがうまくできないような状
況が挙げられます。ノイズの多いバス電源やデジタ
ル回路を、過去の設計に合わせるために特定の場所
に配置する必要がある場合などがこれにあたりま
す。そういった場合には、グラウンド・プレーンを
分離することで、性能の向上が見込めることがあり
ます。しかし、全体の設計が機能するためには、2つ
のグラウンドを接続するためのブリッジまたは接
続点をPCボード上に設ける必要があります。その
際、接続点は、分離されたグラウンド・プレーンに
均等に設けてください。接続点を一箇所、PCボー

ドに設けることで、性能を損なわずにリターン電流
を流せるようになることがよくあります。その際、
接続点はコンバータの近く、もしくは直下に設ける
のが一般的です。
電源プレーンをある特定の層に割り当てて設計す
る際、層内の導体をなるべく潤沢に使うようにし、
できるだけ他の回路の配線と並置しないようにし
てください。というのは、他のトレースやビアを並
存させることで、電源プレーンが細かく分断されて
しまうおそれがあるからです。その結果、電源プレー
ンの配置が分散し、最も重要な箇所、すなわちコン
バータの電源供給ピンへの配線が窮屈になってし
まうことがあります。ビアやトレースの間を縫って
迂回した回路では、抵抗が増し、コンバータの電源
供給ピンの電圧がわずかに低下してしまう場合が
あります。
最後に、電源プレーンの配置の仕方も重要です。ノ
イズの多いデジタル用プレーンをアナログ用プ
レーンの上に重ねないようにしてください。それぞ
れ異なる層に配置していても、カップリングしてし
まうことがあるからです。可能であれば、各層でそ
れぞれの回路を分離させ、重ねないようにすること
で、システムの性能劣化のリスクを下げることがで
きます。
「その2」では、高速コンバータにおける電源供給と
デカップリングについて解説します。
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